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当直員のための令状事務処理用

簡易マニュアル

東京地方裁判所刑事訟廷事務室
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はじめに

本マニュアルは，当直経験が浅い書記官，

示したものです。

なお，事務の詳細については，必ず「令）

してください。 「令状事務の注意事項」は，

のページからダウンロードできます。令状；

ず最新版を用意してください。

｢令状

令状事

事務官のために，令状事務処理のアウトラインを

事務の注意事項」 等を参照して執務を行うように

|’
務の注意事項はたびたび改訂されているので， 必

【注意事項】

「令状事務の注意事項」その他令状関係マニュアルに関しては，改訂作業を行っていま

すが，本マニュアルの記載内容と若干異なる点があります。その暘合は，本マニュアルに

沿って処理してください。

I
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第1 はじめに（総論）

事前に準備すべき事項

(1) 事前の研さん＝令状実務研さん（宿直及び日直における令状事務全般の説

明）

毎月5日， 15日， 25日（休日のときは直後の平日）の午後1時10分か

ら午後2時10分まで令状事務室（地下1階）において開催

(2) 当直において各自持参する資料

いずれ震！ ］|に収録されている。
事前に印刷しておくこと

・令状事務の注意事項（以下，各論の標題記載のページ数及び資料番号は，

いずれも「令状事務の注意事項」の該当ページ又は資料番号である。）

・被疑者国選弁護人関係マニュアル〔簡略版〕 （宿直用）

1

(3)

には，令状事務処理システムがインストールされてい

にあたり利用されたい。

－

る。

’練習用プログラムは, ｜
に登載されているので，に登載されているので，

内

自身のパソコンにダウンロードして事前に練習するこ

と（令状実務研さんでも練習を実施している。 ） 。

2配置関係（別紙1 「当直について」参照）

－
１

1



I

キ FAX

送信専用と受信専用の2台設置

3 日付印（別紙1 「当直について」参照）

（1） 刑事関係の書類は， 当直事務室備え付けの当直印ではなく，令状事務室に備

え付けられている受付日付印を押すこと（誤って当直印を押してしまったとき

は，誤捺抹消の処理要）

(2) 受付日付印には, A印とB印がある。

アA印（通常の日付印） 一般令状請求，起訴状その他刑事閏係の請求書等

に使用

イ B印勾留請求書、接見等禁止請求書のみに使用。受理時刻が入る。

4宿直の主な執務内容

（1） 豐察髻等からの一般令状請求の受付。発付

（2） 検察庁からの起訴状， 勾留請求書等の受理

（3） 国選弁護人選任請求書の受付

5宿直開始時に必ずやること

（1） 担当裁判官の確認

「休日及び夜間における令状事務割当表（裁判官割当表）」において， 「△」

印がついている裁判官は，簡裁判事の発令がない未特例判事補であり，簡裁名

の令状発付ができない。この場合は，地裁で令状発付する。

宿直裁判官が簡裁の場合（割当表に「△」印がついていない裁判官）は，

|簡裁で令状発付する。 ’

2



なお，裁判官申合せにより，平成30年8月31日限り，各種令状への庁印

の押捺は廃止されました。

(2) 受付日付印の日付の||多正

A印とB印の日付が今日の日付になっているか確認(B印については，使用

時に受理時刻の修正要）

6令状関係書類の廃棄について

’

3



第2各論（各種処理）

1 【特に重要】勾留請求書と接見等禁止請求書の受理(pl6,資料24, 25)

（1）

（2） 勾留請求書等の受領手順

ア検察庁は，勾留請求書，接見等禁止請求書とその捜査記録とともに勾留等

請求逓付票を持参する。

イ(ｱ） 勾留等請求逓付票の「請求」欄に受領印を押す。

（ｲ） 勾留等請求逓付票の最後のページに受理時刻を入れたmを押し，園
画する。

（ｳ） 勾留等請求逓付票のコピーを2通取る。

㈲押印した勾留等請求逓付票原本を検察庁職員に返還する。

（3） その後の作業手順

当庁においては，勾留事務は地裁名で全件処理する。

逓付票コピー2通の取扱いは，翌日が休日か平日かで異なる。

ア翌日が麻司のとき
くｱ） 逓付票コピー’通は，勾留等請求逓付票綴I 1に地検。区検別
に編てつ

“） 事件関係送付簿AI ]|に記載(備考欄に「 通は編てつ済み」
と記載する。）したうえで，逓付票コピー1通を翌日（休日）の令状事務

担当者に引き継ぎ，事件関係送付簿Aに受領印をもらう。

イ 翌日が犀司のとき

逓付票ｺビｰ2通とも,事件関係送付簿A|｢－ ｜に記載して,刑事
14部に引き継ぐ。

(4)

(5) 留意事項

ア接見等禁止請求書は，勾留請求書の直後につづられているので，併せて受

I



理する。接見等禁止請求書のB印と認印の漏れが散見されるので注意

イ B印は．上部の余白に押さないようにする（上部余白は，却下の付記印を

押す可能性があるため）。

|｢ に収納する。捜杳記録は，ウ

勾留延長請求は， |’|I 作業内容の詳細は，工

旧当する当直主任者宛に別途事前連絡する。

2【重要】起訴状等の受理作業(pl6,資料22, 23)

(1)

(2) 起訴状等の受領手lll頁

ア検察庁は｡起訴状逓付雲 ｜,起訴状等を持参する ’

’Ｉ
イ検察庁職員は，起訴状等の被告人名を読み上げる。当直員は，逓付票原本

の受領印欄に認印を押す。

ウ押印した逓付票原本を検察庁職員に返還する。

(3) その後の作業手順

ア受理した起訴状等は，謄本もすべて匡亘]を押す。さらに起訴状，訴因変
更請求書の原本のみに濡可を押す。
イ地裁あてのものは地裁の刑事訟廷事件係へ，東簡あてのものは東簡の刑事

訟廷事件係へ，各庁の事件関係送付簿｜
｜： ］|に「起訴状○通」と記載して，起訴状逓付票のコピーとともに当
直明けに引き継ぐ。

’

3弁護人等からの保釈請求書の受理(p20,資料30)

（1） 弁護人等から保釈請求があったときは， まず請求者から以下の情報を求め，

その内容を付せんに記載する。

①第1回公判前か後か？

②裁判官との保釈面接の希望の有無

③請求者の電話番号（請求書に記載がない場合。携帯電話は弁護人自身に

5



付せんに記載してもらう。）

④翌日が休日の場合には，請求者が早期処理の希望の有無（「早期処理」

とは，即日又は翌日である休日中の処理を希望すること。この場合は，更

問が予想されるので，そのときは後記⑤を参照のこと）

⑤請求者が早期処理を希望した場合， 以下の事情を口頭説明する（ただし，

年末年始, GW等の長期休暇期間中は若干異なる。）。

「保釈の判断をして保釈されるまでに，検察官への求意見，検察官から

の意見書の提出と捜査記録の借用，裁判官の判断，保釈保証金納付という

手順があります。検察官の意見は即日提出されるとは限りません。 （「第1

回公判後」の場合＝第1回公判後の請求の場合は，事件を直接担当する裁

判官が登庁して処理しなければなりません。）仮に保釈許可決定が出ても，

保釈保証金の納付が必要です。以上の諸事情から，休日中の処理が必ずし

も希望通りにならないこともある旨をご理解ください。」

(2) 請求書にA印と認印を押す’ ！
(3) 翌日が休日のときは，令状事務責任者に対し，保釈請求がある旨引き継ぐ。

その際，別紙5「当直引継害」を利用されたい。

(4) 引継方法

ア地裁

（ｱ） 翌日が休日のとき

当直引継書に記載のうえ，令状事務責任者に直接手渡しして引き継ぐ。

（ｲ） 翌日が平日のとき

a 第↑回公判前のとき事件関係送付簿AI 1に記載して。 当
直明けに刑事14部に引き継ぐ。

b 第↑回公判後のとき事件係事件関係送付簿｜ ‐」|に記載して，
当直明けに刑事訟廷事件係に引き継ぐ．

c 第1回公判前か後か不明の場合刑事14部に引き継ぐ。引継ぎ方法

はaと同じ

イ東簡

東簡事件関係送付簿|[■ ｜に記載して,当直明けに東簡刑事訟廷に
引き継ぐ。

(5) 求意見書

’
’求意見薑を作成して，請求書原本を添付してから検察庁に送

付する。

なお，第1回公判後の場合は，公判事件を担当する裁判官が処理することに

6



注意

ア求意見害を作成する。用紙は,I ？一－11にある用紙を使用する。書記
官名で作成し，令状事務室備付けの書記官印を押す。その際，地裁（刑事1

4部名），簡裁を誤らないようにすること（ただし，第1回公判後の場合は，

刑事14部ではなく当該部名で作成）

イ請求書のコピーを作成し，翌日が平日の場合は(4)のとおり引継ぎ，休日の

場合は(3)のとおり令状事務責任者に引き継ぐ。

ウ求意見書に請求書原本を添付して， ステープラでとじる。

工事件閏係送1

オ地検令状課

に記載

を送付（深夜の場合は■■■■)｡■■■に求意見

【重要】準抗告の処理(p63,資料49, 50)

（1） 準抗告とは？

準抗告とは，裁判官，検察官等の判断に対して不服がある者が申し立てる

4

ものである（刑事訴訟法429条, 430条）。準抗告の対象となる主なも

のは，以下のとおり

・勾留（勾留請求却下の場合もある。）， 勾留延長，接見等禁止

・保釈（第1回公判前の被告人に対するもの。保釈請求許可の場合，保

釈請求却下の場合がある。）

・忌避申立の却下

・譽察又は検察の行った押収処分

なお，裁判所の判断に対する不服申立は抗告になり，高裁が判断する（例

えば，第1回公判後の保釈に対する判断）。

(21

(3)

(4) 準抗告申立害を受理したときは, [酉mと厨司を押す（申立害の副本不要)。
(5) 検察庁に対する申立通知

ア準抗告の申立があったことを検察庁に電話連絡する（番号は，平日は地

検令状課（不在のときは宿直室。休日は日直室又は宿直室。令状事務室の

机に掲示してある関係連絡先一覧を参照のこと）

7



イ通知したときは， 申立書の余白部分に通知した旨を付記する（付記印は

I 元 11に保管)。
(6) 引継方法

翌日が休日か平日かで異なる。

ア翌日がI天~目1のとき

－
－
け
ば 当直引継書に記載のうえ，令状事務責任者に直接手渡しして引き継ぐ。

’
イ翌日が犀~目1のとき

詞
１
１
付 |[_ ll に記載し， 当直明けに地裁刑事訟事件係事件関係送付簿

廷事件係に引き継ぐ。

5【重要】国選弁護人選任請求書の受理（別紙2「被疑者国選（宿直用）マニュ

アル （簡略版)」参照）

(1) 夜間，被疑者からの国選弁護人選任請求書等が収容されている豐察署からF

AXにより送信されてくる。

（2） 国選弁護人選任請求書等がFAX送信されるときは，被疑者を収容している

警察署から事前に電話連絡があるが，連絡がない場合もあるので，適宜の時間

に受信専用FAX機を確認されたい。

（3） 詳細は，別紙2「被疑者国選（宿直用）マニュアル （簡略版)」を参照のこ

と

（4） 翌日が休日の場合は，令状事務責任者に引き継ぐ。その際，別紙5「当直引

継書」を利用されたい。

6不在。不受任通知書の受理（別紙2「被疑者国選（宿直用）マニュアル （簡

略版）」参照）

（1） 弁護士会から不在・不受任通知書（標題は「私選弁護人選任申出通知書」）

がFAX送信されてくる。

（2） 詳細は，別紙2「被疑者国選（宿直用）マニュアル （簡略版）」を参照のこ

と

7【特に重要】令状事務の留意点

「令状事務の留意事項」記載のうち，特に留意すべき事項は，以下のとおり。

詳細や各種令状の記載については，別紙4「令状作成における注意事項」及び

月



「令状事務の注意事項」等を参照のこと

(1) 担当裁判官の所属庁(3p)

令状ただし簡裁名義で発付する。地裁所属の裁判官が発付する場合で_も

L事務割当表の氏名の＝頭に△印が付してある裁判官q

｢東京地方裁判所裁判官」 名義で発付する。は，簡裁辞令がないので

(2) 令状点検票の利用(3p)

全件，必ず別紙3「令状点検票」を利用する（ただし， 同じ事件の複数の請

求に関しては，点検票1枚でも可）。各項目にチェックを入れながら，点検し，

さらに別の職員が点検（ダブルチェック）を行う。

(3) 条例，改正された法律等

｜|‐ ｜|に改正された法律のファイル及び主な条例の
ファイルが収納されている。六法に掲載されていない法律や条例に関しては，

本ファイルを参照されたい。特に大きな法改正に関しては，別にその法改正だ

けをつづったファイルを備え付けてある。

(4) 請求先の記載(3p)

請求先を記入してこなかったときは，請求者自らに窓□で補正等をさせる。

その際， (1)のとおり請求先（地裁か簡裁か）に誤りがないか注意する。

(5) 受付日付の表示(4p)

令状請求に関しては，厩司を使用する。請求書の原本及び謄本にmを押
し，取扱者の馬mを押す。
緊急逮捕状の請求（逮捕状請求書（乙））は，受付印に受付時刻を記載する。

その他の一般令状請求は，受付時刻の記載は不要

(6) 令状請求事件簿への登載(4p)

ア令状請求事件簿は，簡裁用と地裁用が備え付けてある。

イ緊急逮捕状の請求は，備考楠に受付時刻及び令状発付時刻を記載

(7) 事件符号(4p)

受け付ける裁判所と事件の種類によって異なるので注意

ア簡裁

（ｱ） 検察官，一般司法篝察職員，少年法6条の5による豐察官（触法事件）

「る」

㈹特別司法薑察職員 「るA」

㈲保護許可状請求（薑察官職務執行法3条），臨検。捜索。押収許可状請

9



求（出入国管理及び難民認定法31条），臨検捜索許可状請求（児童虐待

の防止等に閨する法律9条の3） 「行イ」

イ地裁

（ｱ）検察官及び一般司法臺察員少年法第6条の5による薑察官（触法事件）

「む」

（ｲ） 特別司法豐察職員 「むA」

㈲臨検。捜索。押収許可状請求（出入国管理及び難民認定法31条），臨

検捜索許可状請求（児童虐待の防止等に関する法律9条の3） 「行ク」

ウ事件番号

令状請求事件簿に記載されている事件番号の冒頭に「O」が付いていると

きはそのまま「O」を記載（例「0123｣)

(8) 令状の作成，点検(5p)

アまず請求書の点検を行い，その後，令状草稿の作成，点検を行う。

イ令状処理にあたっては，別紙4「令状作成における注意事項」を参照され

たい。

(9) 令状の発付(12p)

ア裁判官の決裁後は，必ず2人でllI冒次，令状点検票の各項目にチェツクを入

罪名 裁判所名， 発付年月れながら， ①不動文字以外の記載 (被疑者名，

②裁判官の押印， 訂正印の有無等を確認する。日、条件欄等）， 契印

イ裁判官の契印

（ｱ） 請求書原本に請求者の契印がある場合令状と請求書原本の初ページと

の間に契印

（ｲ） 請求書原本に請求者の契印がない場合令状を含む全ページに契印

ウ令状を請求者に交付するとき

（ｱ） 発付時には，記載した全文を読み上げ（逮捕状の場合は，被疑事実も），

この確認．読み上げ作業を丁寧に行うことで，
~一一一一ー一一一一ー一一＝－－…－弓△マュロエーローーロ昔一一口▲=－‐一一

令状過誤の多くは防止で
1｡‐■ q一一一一,－聾宰一匹一一一－＝ ＝△一司一▲ﾛ…四‐一一L一一一一一一戸

きる！

（ｲ） 令状請求事件簿に請求者の受領印を受ける。緊急逮捕の場合は，備考欄

に発付時刻を記載

⑩請求の撤回，却下(13p)

ア撤回

（ｱ） 書記官は，請求書の原本・謄本の余白に

「撤回

裁判所書記官」

10



と記載し，書記官が認印

｛ｲ） 令状請求事件簿の結果欄に「撤回」と記載

（ｳ） 請求者に請求書原本と一件記録を返還し，令状請求事件簿に受領印を受

ける。

脚請求書謄本は裁判所で保管

イ却下

㈱請求書の原本。謄本の余白に，

「本件請求を却下する。

理由

平成年月 日

東京一一裁判所

裁判官一 」

のゴム印を押し，裁判官の記名印を押した上で，却下理由（裁判官に間

く°）を記載して，請求書原本に裁判官が押印

（ｲ） 令状請求事件簿の結果欄に「却下」と記載

（ｳ） 請求者に請求書原本と一件記録を返還し，令状請求事件簿に受領印を受

ける。

仁） 請求書謄本は裁判所で保管

宿直終了間際の令状請求の処理8

『

，’(2) （翌日が休日の場合)宿直の執務時間終了時刻 まで令状の

処理が終わらなかったときは，令状事務責任者又は一般令状担当書記官（カウ

ンター側に言席している者）に令状点検票を渡し，進捗状況を伝えて，そのま

ま引き継ぐ。

1］



9【重要】令状事務処理システム

には、令状事務処理システムがインストールされている。

’’ にあたり利用されたい。

(1) 令状事務処理システムが利用できるパソコン

１
１
１

２
３
４

１
１
１ 具体的な利用に閨するマニュアルは，

’’
があるので，参!’

照されたい。

また，練習用プログラムも用意してあるので， 自身のパソコンにダウンロ

ードして事前に利用してもらいたい。

(5) 注意事項

１
１

‐
ｉ
ｌ
■
■
■
■
■ |日直における勾留処理に支障
が生じる。 ）

'o I ~－ |に収納されている帳簿に登載する事項について
（注意）これは，休日等，すべての帳簿を備え付けた場合であって，平日夜間

にはすべての帳簿が備え付けられているものではない。

（1） |' －－~－
|事件関係送付簿A(東簡用）

口起訴状，訴因等変更請求書，起訴状逓付票のコピー（「起訴状○通」

と記載）

口保釈請求書（東簡宛のもの）

□そのほか東簡係属の刑事事件に関して弁護人等から提出された書類全

般

(2)

｜事件関係送付簿AI (刑事14部用）

口勾留等逓付票コピー（「備考」欄に「1通は編てつ済み」と記載する

こと）

口私選弁護人選任申出通知（送信書，受領書とも）

ア

12



イ

口被疑者国選記録（豐察署等からFAX送信されてきたもの）

ウ

口不在・不受任通知書（弁護士会からFAX送信されてきたもの）

‐ ’’
丁
・
Ｉ
ト
ー
１
１
‐
ト
ー

(3)

事件係事件関係送付簿’ア

口起訴状､ 訴因等変更請求書，起訴状逓付票のコピー（「起訴状○通」

と記載）

｜
’

□そのほか地裁係属の刑事事件に関して弁護人等から提出された書類全

般

イ 刑事雑事件簿’

’劃
耀

口準抗告申立

口保釈請求書

口勾留取消請

■
‐

1 1 当直日誌の記載方法（刑事関係部分のみ）

（1） 表面

ア 「特記事項」欄

特に記載すべき事項がある場合に記載すること（例えば，令状事務に関

しては，裏面上部に記載欄のない保釈請求，勾留取消請求等）

イ 「受付文書」欄

襄面上部に記載又は件数を計上する書類及び上記アに記載した書類につ

いては， 「刑事事件関係文書」欄への記載を要しない。

（2） 裏面上部

ア 「公判請求等」欄

げ） 起訴状地裁宛て（地検），東簡宛て（区検）別に件数を記載

（ｲ） 訴因変更等の申立地裁宛て（地検），東簡宛て（区検）別に件数を

記載

’(ｳ）

イ 「勾留請求等」欄

㈱ 「明日同行」欄地検，区検別に件数を（〔 〕内に要通訳事件数を，

【 】内に被疑者国選弁護対象事件数を）記載

13



（ｲ） 「勾留期間延長」欄地検，区検別に件数を記載

（ｳ） 「接見禁止等請求」欄地検，区検別に件数を記載

ウ 「令状請求」欄

〈ｱ） 「令状請求書謄本」欄地裁，東簡別に件数を記載（逮捕状とその他

に分類されているので注意）

（ｲ） 「その他」欄返還令状，準抗告の申立， 勾留執行停止の申立，国選

弁護人選任請求，私選弁護人選任申出を記載（「国選弁護人の選任」数

棡は通常空欄）

工 「宿直裁判官令状処理件数」欄

（ｱ） 請求時刻，発付時刻は24時間制で記入のこと

｛ｲ） 令状種別は， 例えば，逮捕状は単に「甲」（通常逮捕状）， 「乙」（緊急

逮捕状），捜索差押許可状は「捜差」の記載で可

（ｳ） 被疑罪名欄に被疑者名を記載しないこと。また，罪名は，簡略化して

可

（簡略化した主な例）

・公衆に著しく迷惑をかける暴力行為等の防止に閏する条例違反→

迷惑防止条例

（ただし，神奈川県，埼玉県，千葉県等他県の条例違反の場合は，

「迷惑防止条例（神奈川県）」と記載）

・国際的な協力の下に規制薬物に係る不正行為を助長する行為等の

防止を図るための麻薬及び向精神薬取締法等の特例等に関する法律

違反→麻薬特例法

・組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に閏する法律違反→組

織犯罪処罰法

・風俗営業等の規制及び業務の適正化等に閏する法律違反→風営法

・出資の受入れ，預り金及び金利等の取締りに閨する法律違反→出

資法

・児童買舂，児菫ポルノに係る行為等の処罰及び児菫の保護等に閨

する法律違反→児童買舂

（ｴ） 「件数」は， 同時に同じ令状を複数請求した場合にはその請求件数を

記載する。例えば，一つの窃盗被疑事件について，通常逮捕状請求書1

通，捜索差押許可状請求書3通の請求があったときは，件数欄には「甲」

が1 ， 「捜差」が3と記載すればよい。

宿直明けの最終確認事項12
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宿直明け（午前8時30分）までに以下の点を確認されたい。

口帳簿への登載が済んでいるか再度確認すること

口当直日誌の登載，記載漏れがないか再度確認すること

pパソコン，プリンタのシャットダウン又はログオフ

□ （翌日が休日の場合）当直引継書（別紙5）に記載し，令状事務責任者に

引き継ぐ書類を確認してもらいながら引き継ぐこと

13その他

(1)

(2) ファクシミリの受信

被疑者国選閏係書類又は不在。不受任通知書以外の書類をファクシミリで

受信したときは，翌日が平日の場合は，刑事14部の事件関係送付簿Aに記

載して引継ぎ，翌日が休日の場合は，別紙5「当直引継害」の「その他」欄

に記載して，翌日の令状事務責任者に引き継ぐ。

(3) 東京地検への送付

保釈請求や勾留取消請求があった場合の求意見書等は，東京地検令状課等
１

４

Ⅱ

ｌ

Ⅱ ’に書類を送付する。

’
東京地検令状課は，地検庁舎（別紙6「東京地方検察庁の案内図」参照）

の■■にある。令状課の詳しい場所は，地検出入□に立哨している守衛に直
接尋ねられたい。

休日は，令状課ではなく，東京地検地下日直室の場合もある。地下日直事

室は，検察庁庁舎の’ ｜|にある（別紙6参照)。務
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当直について別紙1

◆受付日付印(刑事関係＝令状事務室の受付日付印）
B印:勾留請求書,接見等禁止請求書
A印:その他の書類(起訴状等）

B印A印

◆令状事務室及びその周辺施設
ゲ

口 ’｢F祠 ’
←EV

| L丘と」
■－－‐

鰯



別紙2

■■■被疑者国選（宿直用）マニュアル■■■

■簡略版■

(注）執務開始直後に, FAX(受信用）が送受信可

能かを確認する。

→不通のときは刑事'4部に電話(内■■）
【国選弁護人選任請求書を受信した場合】

平庶18年11月1o日

ファクシミリ送信書

東京地方裁判所令状部伽4】

管祝庁丸の内警察署闘溌担当

電話03－ハハハヘー△八八八

FA× 03－▲▲▲▲一▲▲▲▲

当署に収容中の被義春氏1ﾄI痩也につい､て下記文番誉送付します．

妃

○画越鎌臘人"繍……‘．

/侭…、 “③:蕊繍鯛欝涛誕鯛薔' ‘“
齢丁数_‘ ‘尊(承遥個箸遥含む) 】

[FAXの受信～受領書の返信〕

刑事施設はファクシミリ送信する際,裁判所に対し，

あらかじめ電話連絡をするルールである〃あらかじめ電話連絡をするルールである。

①ファクシミリ送信書の確認→不備があれ
ば電話で確認（場合によっては再送）

（1）被疑者名の請求書との照合（外国人や自

称等,請求書と必ずしも表記が一致しない場合が

ある｡）

（2）被疑者氏名のフリガナ

（3）送信された書類が途中で切れていない
か確認

（4）請求書下部点線以下の記載の確認（種
類，枚数等）

や自

今が

Iハ

(種

｛側

同月制､､青I、司〕,1両《

類，枚数等）

側

獺なお，受侭された隙は，速やかに下肥の受額番巻返伯して､､ただくようお瓢、
します。

燕

平威 年 月 目

受 領 書
誓視庁丸の内警寮署閨砿担当

殿

蚕

東京地方裁判所刑事第1“ロ

哉判所響記官

趣話

鹸飴

(平日：昼湖）

(当磁）

(ルキ目）

上上 した．した．

己

②ファクシミリ送信書下部の「受領書」

欄に受付日付印（A印）と取扱者の認印
を押す。

畠
浅
⑱
移
り
ｐ
■
邸

国通弁溌人適任:i

東京地方裁判所裁判官殿

蕊峡当する箇所の口印にし点巻付

間求書・資力申告書

け，必要季項を肥入して作成してください。

巴

ゆ （注意） eに肥館した合叶柵の金郡がS0万円以上である鳩合には，この省面を提出して国週
ゆ 弁護人の選任を締求する前に。必ず，東和Eある弁艇士会に対して，私選錦麗人退任の
り

申出をする必要があります。
●

の

1次の事件について， 2に記載した理由により私選弁溌人を選任することｶｲできなも

抄 いので，国避弁通人の選任を爾求します．
6

． 事件名遊登孜楊
ゆ

り◆2理由
◇ 縦(2)ア又輝イの口印にし点を付けた場合で、東京にある弁腰士会から趣噌を受け◆

◇ 取っているときは，この鮪求書と一緒に提出してください．
今

③ファクシミリで受領書を刑事施設に返信
(FAX番号は登録済み）

9.勝｡貧園のため
零惑燕禦霊難罐轆任

ロア

〔書類の受付］ 対して，弘通弁潮人の選
琢かつたため
者の紹介を受けちれ鞍か

たが拒まれた．
った． ◆

鱸簿篝識
ロイ紹介された弁
ロウいまだ東京に
□（3）その他の理由（

「 も

込④国選弁護人選任請求書・資力申告書の余

白に受付日付印(A印）と取扱者の認印を
押す。

みをし
鞍い。
、 ）

瓦7．雫宮

弘の次の資産の合計額(賢力としも.）』内訳Iと内訳は．記駐 し力
主せん 11

回

＝） 裁判官の判断を賎らせる目的己諏資力について窪偽の』己賎巻した俎台I感， 10
万門以下の過料に処せられることがあY毒・

蕪蕊篝謹籔震|雲蕊器量
※･禽融鯉侭対r盗瑠愛と蠅迩童煙ほ"!典哩了金又賎農案I函組合,段張幌剛鮠や"農,力 司
孵'漁蕊j銅組合“蜜' 'k属加ｴ瓢晦圃轍索しくは承崖加工茶健同組合“会に郭ける貯心,-=で回

濁if鑑鴬溌･殺輝鱗鼎鶴蝿憾総認嘗震謡は公榊鋳編偲合,蝿風薬舗鮒合
平成j_a"I_Lg QB :

震 11
●■■■■■■■低■■■■■巳■■回●■■■
今一一.÷一 一一.っ.一一‘－－．－．－－争._－4．－－

;蕊』以瀦巽圃"当奮･鳳厩"…'1口勾留状・告知X同書
■ 2取理べ担当撞寮官所属の検嬬庁
麓 3留遼・収容19所 丸の鉤
■ 4画賑

ロ 5他事件での国逆弁蔽人迦任の有漏軍錘
Q 6逮捕年月日平成18年’1月 n月
己

与一今÷一 守一幸一一凸●一口一一争一一争一一一■－

3留迂・収容19所 丸の鉤

や
癖
■
■
■
■
回
■

●■

■凸一｡■一｡＝一一一一今合一合Cl■■■■ゥ－』■や一・

以下の掴lZ、留圃担当官，月幅凝股・少年狸H1席の亜員が肥入してください．
滋付響頚 口勾留状・告知瞬書等の写し ロ不在・不受任通知書
取認ぺ担当検票官所属の検察庁

龍海雲（ ） ■
4画涯 、 言語 膳 ■
5他事件での国逆弁蔽人迦任の有漏軍錘 口有 （弁唖人名 ） 口
6逮捕年月日壬座1-旦墾j-1-目－，月 勾留伏発付の口宥 禰鋸 口

々
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〔記録の編成〕

⑤記録表紙を作成。被疑者名とフリガ

ナを記載 鴎毎句

匿選弁唆入迩任鶴束に関する配緑 AB
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⑥編てつ。順序は次のとおり

(1) 国選弁護人選任請求書・資力申告

書

（2） （事前請求)勾留請求済証明書

（事後請求)勾留状の写し

（3）不在・不受任通知書等の添付書類

（4） ファクシミリ送信書（兼受領書）

（5）表紙とつづりひもでとじる。
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事件番号（ ） 一
〈
祠 状点検

壷
示

） 【○】 （氏名

）

）【し】 （氏名

【△】 （氏名

口緊逮口捜差口検証□ 鑑処 口身体□

＝

’
1口通逮

一一~－

|請求書の点検（共通事項） 捜索．差押．検証許可状請求書

【 】差し押さえるべき物の記載

【 】捜索検証すべき場所等の記載

【 】日出前日没後の執行請求の有無

|揃獄議 鍵季、

◆

'薦弄庁
(請求書宛先と受理庁の同一の【 】 【 １

１
１
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

議
灘
鍵
譲
騨
鱗
譲
議
譲

靭印，

§
騨業
ジ

被疑

の閲

度）

確認

請求日

請求

訂正

請求

被疑
の記

被疑
同一

被疑事実（犯罪事実）の要旨の閲

被疑事実中，犯行日 （特に年度）

謄本の添付（原本との同一性確認

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

１
１
１
１
１

｜

■

；
篝
egf儘彰63

◆

１
１
１

１
１
１【 】 【 】

~口踊Qの 画

i令，亨電灘 建㈱
【 】 【 】必要とする理由

【 】 【 】身体の部位の記載

隣f齢鐘：

鐘＆１
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１ 薑

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ

§
◆逮捕状請求書（甲）

【 】 【 】請求

【 】 【 】引致

；
【 】 【 】数通

【 】 【 】 「相

【 】 【 】 「必

【 】 【 】以前

【 ！ （ 】鬘学
I 】 【 】公訴時効の確認（特に更新時）

作成令状の点検
【 】 【 】令状名

簿
【 】 【 】被疑者

【 】 【 】罪名（

【 】 【 】請求者

【 】 【 】発付年

【 】 【 】有効期

【 】 【 】夜間執

! 】 【 】騨引

一
や
一
四

逮捕状請求書（乙）

【 】受付時刻記載の確認

【 】逮捕時刻と請求時刻の差（

【 】麓
【 】逮捕

【 】引致

【 】逮捕

【 】 「充

【 】急速
がで

◆

令状交付時の点検
【 】 【 】裁判官の所属庁（庁印押捺は廃止）

I IH菫謝盲識壼綴吻含む，

１
１
１

ｊ
ｊ
ｌ

騨
識
癖
識
癖
癖

毒糠誌急蝿
【 】 【 】Ｉ

ｆ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

蝋、

１
１

瀞

【 】 【 】 「必要とする事由」の記載
一一一一一.－－－一一一一口L一一一＝ワ ーー､一一

＊令状交付時は複数の者が点検する。

＊同一の被疑事件について複数の令状が請求された場合には,まとめて1枚の令状点検票を作成することで足りる。

配

可アロ摩別衷露』少、
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令状作成における注意事項

1 請求書に閏する注意事項

【注意事項】

主
旨
二
二
口記載内容も令 状の一部でありした令状については，請求書の請求書を引用

求書に誤記等があると，令状自体が不備である可能性もあり，その内容によって

請求書を引用するときは，その記載内容は不当な身柄拘束となる可能性もある。

にも十分注意を払うこと

(1) 被疑者の入定事項

口記録（戸籍，住民票，保険証，パスポート等）と照合すること

□ 「自称。氏名不詳」の場合は「（別添写真の男（女））」と記載のうえ，写

真添付要

(2) 罪名

口被疑事実の要旨と一致しているか確認すること

□ 「霜助」， 「教唆」の記載漏れに注意

(3) 被疑（犯罪）事実の要旨

年月日時，場所の誤記に注意□
□ 構成要件が正確か＝記録との照合を要する。

○被害者，共犯者の氏名

○被害金額

○犯行場所

○侵入罪の場合， ｜曼入目的の記載漏れに注意

口別紙， 別表を添付する場合，その別紙，別表の添付漏れ，引用の誤りに

注意

(4) その他

口請求者の押印漏れに注意

□ 「同一の犯罪事実又は現に捜査中の他の犯罪事実」の記載漏れ，誤記→記

録内の前歴調書，逮捕状写し等を確認（付せん等がない場合は，請求者に直

接尋ねる方法でも可）

2令状に閨する注意事項

口発付年月日，有効期間の誤記

特に請求書の受付時から発付が日付をまたぐ場合，受付日と発付日が異な

り，さらに有効期間にも注意

口庁（地裁，簡裁）の間違いに注意

1
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令状の別紙として引用する形式で作成する。 その逮捕状は， 請求書原本を|■

て請求書原本を別紙として引用する形式で作他の令状についても， 原則とし

成する。

求（例えば逮捕状と捜索差押許可種類の異なる複数の 令状請口同じ犯罪で，

犯罪事実記載の人物の記載方法が異な状の請求）があったとき，被疑事実 ●

るので，特に注意を要する。

(例）被疑者A, 同Bの共謀による傷害被疑事件における事例

被疑者Aの逮捕状請求書（甲）の被疑事実

「被疑者は, Bと共謀のうえ，平成○年○月○日午後○時○分ころ，

東京都・ ・ ・○号先路上において． △△に対し，被疑者が手拳で△

△の顔面を多数回殴打し, Bが右足で△△の左足を数回蹴るなどの

暴行を加え， よって・ ・ ・ 。」

《誤りの例1》被疑者Aの逮捕状請求書（甲）の被疑事実

｢被疑者 平成○年○月○日午後○時○

いて，△△に対し，被疑者A

A及び同Bは，共謀のうえ

分ころ，東京都・ ・ ・○号先路上において，△△に対し，被疑者A

が手拳で△△の顔面を多数回殴打し，同Bが右足で△△の左足を数

回蹴るなどの暴行を加え， よって． 。 ． 。」

→これは，被疑者Aに対する逮捕状請求書だから，被疑者Bは

「被疑者」ではない。よって，

とあるのは， 「被疑者は, BとBと

｢被疑者A及び同Bは， 共謀のうえ 」

共謀のうえ」とするのが正しい。また，

「被疑者Aが」とあるのは， 「被疑者が」が， 「同Bが」とあるのは

「Bが」とするのが正しい。

《誤りの例2》被疑者A, 同Bに対する捜索差押許可状請求書の犯罪事

実

「被疑者Aと同Bは，共謀のうえ，平成○年○月○日午後○時○分

ころ，東京都・ ・ ・○号先路上において， △△に対し，被疑者が手

拳で△△の顔面を多数回殴打し, Bが右足で△△の左足を数回蹴る

などの暴行を加え， よって・ ・ ・ 。」

→これは，逮捕状請求害の被疑事実と捜索差押許可状請求書の犯

罪事実をいわゆる「使い回し」したことにより誤った事例。この

場合は， 「被疑者が」とあるのは「被疑者Aが」， 「Bが」とあるの

は「同B (又は被疑者B)」とするのが正しい。

法改正に関しては， 例えば，平成26年1 1月25日施行の改正薬事法の場

，同日前の犯行に関しては，令状請求書には「平成25年法律第84号に

９

□

－
口

よる改正前の薬事法違反（同法第84条第20号，第76条の4)」と記載さ

ii
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れるが， 同日以降の犯行に関しては， 「医薬品，医療機器等の品質，有効性及

び安全性の確保等に関する法律違反（同法第84条第26号，第76条の4．）」

と記載される。最新の法改正に閨しては， 令状事務室備え付けのマニュアル

等を参照のこと

3各種令状における留意事項

’

(1) 通常逮捕状

□ 14歳未満の少年には発付できない（少年法31)。

□ 30万円（刑法，暴力行為等処罰に閨する法律及び経済関係罰則の整備に

閨する法律の罪以外の罪については2万円）以下の罰金，拘留，科料に当た

る罪については住居不定又は正当な理由がなく出頭の求めに応じない要件か

必要（刑訴法199Iただし書）

□ 「被疑者の逮捕を必要とする事由」の誤記，記載漏れ

□ 「引致すべき宮公署又はその他の場所」の誤記，記載漏れ

(2) 緊急逮捕状

□ 「逮捕の年月日時及び場所」， 「引致の年月日時及び場所」の誤記，記載

漏れ（非常に多いので特に注意を要する。）

□ 「死刑又は無期若しくは長期=旦星以上_の懲役若しくは禁綱にあたる罪」

（刑訴法2101)の要件を満たすか六法で確認（暴行（刑法208)に

ついて誤って緊急逮捕する例が多い。）

(3) 捜索差押許可状

口通常は，請求書原本を別紙として引用する。

口請求書原本を引用しない場合，覚せい剤取締法違反等の特別法について

は，被疑事件名の下に罰条をすべて記載する（例「覚せい剤取締法違反

（同法第41条の2第1項）。

口請求書に夜間執行の許可を求める記載があり，裁判官がこれを許可すると

きは，令状の下部余白部分に「この令状は， 日出前又は日没後でも執行する

ことができる。裁判官」と記載し，裁判官の認印を受ける。

(4) 強制採尿

口強制採尿専用の捜索差押許可状用紙を使用すること

口採尿場所が決まっている場合と決まっていない場合で用紙の記載が異なる。

口夜間執行の許可は不要

(5) 鑑定処分許可状（強制採血を除く。）

111
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口令状に必要事項を直接記載（請求書原本又は別紙を引用しない。）

口鑑定人の年齢が不明の場合には記載不要

(6) 強制採血

身体検査令状と鑑定処分許可状を併せて発付する必要がある。それぞれ強制

採血専用の令状用紙を使用する。

(7) 保護許可状

保護許可状（警察官職務執行法3条）は，簡裁の専属管轄なので，割当表に

△印が付いた裁判官は処理することができない。

この場合には，地裁の刑事訟廷管理官等に連絡を取り，指示を受ける。

(8) 傍受令状

傍受令状は，地裁の専属管轄なので，宿直裁判官が簡裁裁判官の場合には令

状を発付できない。多くは事前連絡により準備しているが， もし事前連絡が

なかったときは，速やかに刑事訟廷管理官等に連絡を取ること

(9) 記録命令付差押許可状， リモートアクセスによる複写の処分を伴う差押（捜

索差押）許可状

いずれも専用の用紙を使用する。マニュアルは別途令状事務室に備え付け

てある。

1V
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|当直引継書(宿直員(当直主任者)→令状事務責任者用） 月 日（ ）
・・・。。。・・・・・・･画・・・・・・｡。｡。・・・・・・・･･。｡・・・・・・・｡。｡｡・・・．・・。。．・・・・・・・・・。・・・・ロ･。｡。・・・･ppq･･･・ロ・・o・・・・・・・・・・。。。・・ロロ･・ロロロロ･ロロ･ロ･。・・・･・・・・ロ･・・・ 9．

0

'． 【宿直員（当直主任者）へ. 。 ．必ずお読みください】 ．
◆

●

1 この零面は，翌日が休日の場合に，宿直員（当直主任者）から令状事務責任者への引継ぎ；
－ ■

■

に使用してください。 ．
■

■

■

2引継ぎの際は，提出された書面等を令状事務責任者に確認してもらいながら引き継いで<；
■

●

ださい。 ．
■

e

■

3昼間の令状事務責任者からの引継ぎは，翌日の令状事務責任者にそのまま引き継いで<だ：
■

■

さい。この引継樗に転記・合算する必要はありません。 ：
■

●

■

【令状事務責任者へ】 ；
■

● ◆･潮． （注)本書面は，令状事務室備付けの「引継書綴り」に編てつしてください。
0

◆

◆Q々●a■■■■■■■■■■■・■■■■■●｡■■●、■■｡■■■■■■■■●●■｡■■■■■■■■■■■●■■■■｡●b■■●●｡■●■■■｡■｡■｡●巳■■■●■■●.●●.●●●■缶■■■■■■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■9s■缶いい◆◆

1 引継書面

口勾留等請求逓付票

口準抗告申立あり

特記事項：準抗告

(コピー）

件 （当直日誌裏面右土の仮準抗告醸立ノ櫛にも記入することノ

申立に関する引継事項はここに記入すること。ただし，弁護人からの申

し送り事項は． 申立書に付せんを貼ることで足りる。

済 未了 （ 「済」の場合は申立書に付記してください。 ）

済（ 冊） 未了

○検察庁への通知

○記録の借用

口被疑者国選選任請求の引継ぎあり

（内訳）前日の刑事14部又は日直からの引継ぎ 件(A)

当直におけるFAXによる請求書受理件数 件(B)

(rBノの傑数/弱当直日誌裏面右_との門国選弁護人選任請求y柵にも記入することノ

特記事項：被疑者国選選任請求に関する引継事項はここに記入すること。

口弁護人等から保釈請求あり

特記事項：保釈請求に関する引継事項はこ 弁護人からの申し二に記入するこ と。ただし

送り事項は，申立書に付せんを貼ることで足りる。

2その他引継事項

□《翌日分の》当番（扶助）弁護士から国選弁護人への切替の連絡あり
脚蜘OpU再…0脚a鞄判創

U●PPU一一一一

被疑者名

弁護士名

来庁予定時刻 頃 頃 頃

□ 《翌日分の》弁護人から勾留（延長）請求に対する意見書”上申書等の提出あり

１
１

…■一四一凸■■一‐一■■■ーー一一

被疑者名

弁護士名

面接希望

－コ◆*●◆抑ヰロ一~伊酔q■ひ■ｰCa ｡ー脚己寺0●ー■●01■ｰ＜

不明
一 ｰ一

□その他（刑事関係に限る。また、 当直日誌に記載したものは記載不要）

有無不明 有無不明
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東京地方検察庁の案内図


